
参加 す ることに意義 あ り 有 田せ い ぎ

近代オ リンピックの提唱者、 ビユール ・ド・クーベルタ ン男爵 (フラ ンス)の 言葉、 『

参加することに意義ありJが 真の意味において、燦然と輝いていた時代が昔確かにあった。

1964年 、オ リンピック ・東京大会の頃までだろうか。オ リンピックがアマチュア精神

か ら離れて、商業主義に浸るようになって 『参加す ることに意義あ り』は博物館入 りして

しまった。

第 8回 フ レンチ ・ウル トラ ・フェスティバル、ル ・リュック ・オ ン ・プロヴァンス大会

6日 間走の部。 2013年 5月 7日 16時 スター ト、 13日 16時 ゴール。

6回 目の 6日 間走挑戦。私は 『参加す ることに意義あ りJの 精神で出場 した。

第 7回 まで地中海ア ンティープだ ったが、非協力的な行政のためア ンティープでの開催

を断念、大会主催者は会場を変更 して ウル トラ ・フェスティバルの継続を決めた。

新 しい会場は南仏 ヴァール県 トゥーロンか ら50km離 れた内陸のル ・リュック ・オ ン ・

プロヴァンス (以下、ル ・リュックと略)。 オー トレーサー訓練学校,の自動車サーキ ッ ト

コース。サーキ ッ トコースを外回 り 2.07707km(6日 間走、 72時 間走、 48時

間走、 100マ イル)、 内回 り 2.0438km(24時 間走、 6時 間走、 100km、

マラソン)に 分 けて競技種 目を増 した。よリー層 フレンチ ・ウル トラ ・フェスティバルは

充実 した感がある。

一昨 年、新会場ル ・リュックが紹介されて、 2013年 は下見試走 と私は決めた。決めた

段階で私の心に油断が忍び込んだに違 いない。冬は三 ヵ月のオ フシーズ ン、軽 い練習 しか

しなか った。正月より気を新たに走 り始めた。ほどほどにという程度を超えて気合 いを入

れす ぎた。やがて精神だけが暴走 して走行距離をどんどん延ば した。 1月 20日 頃か ら左

アキ レス腱に異常を感 じ始めたが、 1月 は 31日 走 り、走行距離は 739km。

そのツケは大 きか った。左アキ レス腱の炎症 という形で現われ 2月 6日 の練習でラ ンニ

ングを断念す る。 これ以上走 ると炎症はさらに悪化 して、 レース本番は出場不可能 になる

と判断 した。それか ら一 ヵ月休み、 3月 中旬そろりと走 ってみた。気持 ちよ くランニ ング

はできたが練習後、左アキ レス腱の痛みをはっきりと確認、再 び休養す る。 1週 間に 1回

のランエ ングで炎症の回復度をチェック、確実に回復 しているが完治ではない。鈍い痛み

が執勤だ。そ して 4月 11日 の練習後、 レース本番まで走 らないことを決める。

アキ レス腱の炎症は難 しい。そ して恐ろ しい。ランニ ング前に痛みがあって も、ラ ンニ

ング中、身体が温まると痛みは消えて走行距離は延びる。 しか し練習後、症状はさ らに悪

化 している。 この悪循環を繰 り返 して慢性化 しやすい。私 も 1月 の練習で このパ ター ンに

陥 り、本当の炎症 に して しまった。下見 という油断が炎症の原因。 これで下見の大義名分

はできたが嬉 しいことではない。 こうして走歴 38年 ウル トラ歴 30年 に して、初めて 「

ぶ っつけ本番」の 6日 間走出場 ということになった。いつ もはあれ これと気合 いが入 って



いたが、今回はそれどころではない。 レース中いかに炎症を悪化 させないか、そればか り

が重要案件になって しまった。

5月 6日 、ル ・リュック入 り。自動車サーキ ッ トコースは街か ら離れた山の中。 コース

を判 りやす く例えるな らば、低い山に囲まれた盆地状の真ん中にお碗を伏せ、その伏せた

お碗の器底糸切 り部分がサーキ ッ トコースということ。 コース上、木陰など全 くな く、太

陽や風の影響は直接受けそうだ。サーキ ッ トなので小石などの障害物はな く、走 りやす い

コース。また雨が降 って もコース上は泥だ らけにはならない。小雨の中、コースを一月 し

てみた。高低差は 3mく らいか。緩やかに上 り、緩やかに下 る程度、私にはさほど障害 と

は感 じられなか った。

5月 7日 16時 、 109名 (男子 97名 、女子 12名 )が スター ト。競歩の部 19名 を

含む。 6日 間 144時 間の長い旅だ。

走 りやすいコースなので元気よ く飛ばすランナーが多か った。いつ もは何かと気合 いが

入 って知 らす知 らずの内に暴走 して しまうが、今回は珍 しく目重の自重だ った。 きっとこ

れ も神か仏が私に課 した試練なのだろう。最初は時速 9km、 疲れた ら時速 8km、 そ し

て左アキ レス腱が腫れたら歩 くということで私はスター トした。   .

最初の 24時 間は慎重に走 った。予定の 120kmを 超えて、少 し気が楽になった。練

習 していないので、腕や脚に疲れが溜 り悲鳴を上げ始めた。無理 して走 ることに意味はな

いので、 40時 間以降は積極的に歩 くことに した。だ らだ ら歩 くと気が滅入 って しまうの

で、とにか く元気に歩 き続ける。

以前は失速 した場合、地面ばか りを見つめて前傾姿勢で走 ったり歩いたりした。頭の中

をカラ ッポに して身体を動物的、あるいは機械的に して歩を進める。 しか し欠点がある。

私の前傾姿勢は腰 に多大なス トレスを蓄積 させ、やがて元気に進むことは苦渋 となる。後

はダラダラ然 と進むだけ、意気消沈 して しまうまずいパ ター ンである。最近は意識的に前

傾姿勢を修正 して王様のように胸を張 って走 り歩 くように している。 これで少 しは腰のス

トレスを緩和できる。今回 も王様の市中視察のように陶を張 って元気に歩 いた。誰かが私

の王様 フォームを茶化 していたが、 これ もテクニ ックのひとつ。

身体が レースモー ドに慣れた頃、足首、膝、股関節が ミシミシと不協和音を奏でる。危

険信号である。歩 くことにも慎重になり最大限注意をは らう。最終 日は何 として も走れ る

状態でありたい。それは順位 も走行距離 も目標外 ・対象外 となった私の最後の砦である。

練習不足のツケが身体全体を覆 っているが故障 した訳ではない。幸 いというか問題の左ア

キ レス腱は腫れ もせず、歩 く障害にはなっていない。ただ油断をすれば (調子 に乗 ってス

ビー ドを上げれば)爆 発 しそうな予感がある。このまま爆弾を抱えて最終 日まで持ち堪え

たい。私の楽観では何 とかなるだろう。

日の影響は凄か った。個人のテ ン トがい くつか飛ばされた し、主催者設営のテ ン トに も

影響が出た。コースは 1周 なので追い風 と向かい風でプラスマイナスゼ ロ、私は苦に しな

かったが、気になる人には耐え られないだろう。太陽の影響 も直接的。全 く練習 していな



いので肌は直射 日光に耐性がな く急激な日焼けで 3日 目足は火傷状態になる。やむな く4

日目以降は日中で もロングタイツを穿いてみたが (初めての試み)、 これは大正解だ った。

肉刺対策に今回 も五本指靴下 と普通の靴下の二枚重ね履 きを してみた。 120時 間でい

つ もの 12時 間のマメの状態だった。つまり十分の一 ということ。私にとって二枚重ね履

きも大正解、大いなる収穫である。

大森敏生さんは 3回 目の 6日 間走挑戦。大森さん との付 き合いは丁度 20年 になる。 日

本のウル トラランナーでは初期の走友である。当時大森さんを 4, 5歳 年上だと思 ってい

たが 17歳 も年上だと判 った時、私はなんと失礼を したかとショックだ った。暑 い東京で

一緒に走 ったこともあり、元気なランナーだと認識 している。 20年 前のように颯爽では

ないが、 73歳 の大森 さんは仙人然 として淡淡と黙黙 と走 り歩 く姿は感動的である。私 も

17年 もした ら大森 さんのように 6日 間走に挑戦できるのだろうか。力強 く進む大森 さん

の後ろ姿を見つめなが ら私はふと思 った。今回、大森さんはマメが全 くできないと喜 び、

確実 に距離を延ば していた。前半は私が大森さんを抜 くことが多か ったが、後半は元気な

大森さんに抜かれることが多 くなった。結果、大森さんは 487.094km、 58位 だ っ

た。 1日 平均 80km以 上のベース、最後 まで淡淡 と黙黙 と歩を進めた 結果である。

私は 40時 間で最終距離を 460kmと 推定 した。できれば 500kmは 行 きたい。 こ

れは願望であ り祈 りだ った。何度 も諦めたが、可能性のある内は 500km行 きたい、 と

執念深 く歩を進めた。 500km行 ったか らといって特に深い意味はない。ただ数字的に

ちょっと区切 りがいいだけ。 しか しそのためにどれだけ悪戦苦闘、七転八倒 したか。 これ

を他人雑 醜い擁 きというだろう。私 もそう 思 う。思いなが ら謙め士おりお 病塩洋地は らな

い。まぁ冷静に考えれば 6日 間走など 「病気」の世界である。その 「病気」に 6回 も挑戦

しているのだか ら奇人変人であることは間違いない。奇人変人であれば、まだまだ 6日 間

走への挑戦は続 くのだろう。

アンティープ在住の青木満春さん、今回はボランティアと応援 とでル ・リュックで再会

した。満春さん と言えばおにぎり。今回 もおにぎりの差 し入れにとて も助けられ、励 まさ

れた。 日本人には命の綱 ? と にか くおにぎりに感謝、いえ満春 さんに大感謝である !

最終 日は何 とか元気にゆっくりで も走 ることが出来た。 517.990km、 43位 。

レースが終わると、心はもう来年の 6日 間走のことで一杯だ。反省や教訓をどう実践す

るか。 これか らまた新 しい一年が始 まる。

レース参考資料

出場  109名 (男子 97名 、女子 12名 )

男子優勝 :814.217km Didie

女子優勝 :628.425km Gabri
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第 8回 フレンチ ・ウル トラ
・フェスティバル  ル ・リュック ・オ ン ・プロヴァンス大会

6日 間走の部

2013年 5月 7日 16時  ～  13日 16時   1周 2. 07707km

bAulLRLAU‐ しnrtst,an M C 207 429969.19

M C 203 421664.31

98 N:LGO‐ AntOnlo M C 202 421043.54

30 M C 196 407369.02

じZ C 406092.35

NAVARRO‐ Denis M 404015.28

M C 187 390012.09

78 bAttLLAS‐ XaVier M C 135 386340.72

M C 386335.02

80 41 γυOAM‐ 5Vlvain M C 181 375955.37

81 tuKM,LR‐ Mtrel:le M lU9 373878‐ 30

M C 363505.15

10C M M 357348.24

母4 M C 3551B4.67

AMUUROUX‐ Danie:le F C 170 353122.40

SEGUi‐ Santiago M M 164 340645.18

87 HLNDtttKb‐ inoebo「o F C 337550.44

rlLКRL‐ rainck M M 327847.69

38 M M 324042.62

90 F M 149 309483.43

M C 286641.36

M C 280404.45

42 PiLRRL― 卜redenc ●M C 139 270019.10

bAu:Al‐ しulHaume M C 245094.26

84 F M 114 237385.98

CHOtlET‐ Laurent M C 104 Z16015.ZB

M M 103 213938.21

卜LAMLNl‐ JaCoues M C 97

υLHU‐ しerard M C 159126.62

100 45 G,LLARD‐ Claude M C 74 153703.18

101 70 卜AКしLAb‐ i nterrv M C 128778.34

102 PiCHOT‐ EHc M C 120470.06

103 C 54 12161.″ U

104 L:LNARじ ―PhilioDe M C 10034.71

105 M M 109387.24

106 tuRNLiL性 ‐Denis M C 49 101776.43

197 85 M C 41 85159.87

108 86 じL卜「RLNE‐ J聞]en M C 70020.3S

109 じubbUN‐ tlaude M C 66466.24

際 口 家あそ梅

6口 宮の6口函と
・.

マッとそう明に終わつてt孝どれた。

末れです。

刀 bic河済t

Ot DOS Nom‐ Prlnotln Sexe iCAT :our Dlstance

103 M C じ14と :r.,q

48 M C 382 793460.24

93 CHA,GNL‐ 91Mer M C 353 754558.41

4 9 M C 347 720748.99

4 MAUり UW ‐ しnnStian M C 339 706051.73

88 M C 701772.59

旺 00Nl‐ ROaer M C 68B553.B7

PlEROUIN‐ Jean‐bemard M C 320 664796.60

190 ARNAL‐ Marc M C 658473.19

1 0 43 M C 648047.24

102 PERUSIC‐ Toni M C 305 535531.Z5

12 55 GUlじLRl‐ しuy M C 304 633172.78

54 M C 303 530220.71

14 108 PERRONNET‐ Jean daude M C 302 628958.14

C 302 6234Z5.24

RAMSlROM‐ 」an‐erlk M C 301 625299,17

80 M C Z98 G18982.86

1 8 CHEV!LON‐ Mimi C 516012.7Z

M C 294 611906.58

20 109 MOREL‐ 」aCOues M C 507335。 44

JO Lヽ‐MURA‐ じernarg。 M M 292 607059。 24

22 M C 292 5055Zl.54

23 M C 277 brD303.う ツ

24 BERT― DOrntntoue M 277 575354.09

1 PAILLE i SteDhane M M 575354.09

5 CORRLり じR,卜 10real M C 272 564400。 14

27 99 EMONに RE‐ PhFttDDe M M bb″691.06

20 DUPLAN‐ Thierry M C 267 554583.39

29 BERMONT‐ Lnく M C 552520.82

30 THlEBAULT‐ 」ean M C Z64 548468.58

M C 263 546569.41

M C 546Z70.31

76 VARlN‐ Syivrane F M 262 544692.34

34 b 獣 VLLu‐ MlCnel M C ZGZ 545940.04

74 F C 536243.66

61 M C 254 5Zじb3Z.1じ

Zじ PRUじ KNLR‐ JarOstav M M 526398.71

38 24 M C 523671.64

39 VLLLY‐ ChnStian M C 521494.57

40 94 M S21344.57

41 Z5 G10RIA‐ 5tepnanei M Z50 519287.50

42 89 Z50 5丁9をr3.zo

43 ARtt A r:belo8 M 249 517990.43

イ4 34 M M 249 517196.13

45 46 COtrr URON― bylue F C Z48 515376.36

46 77 ●AbPLR‐ A:agn M C Z46 511145。 32

47 1 CAlLUEZ‐ Jean‐chaHes M C 246 510964.92

48 TOROuE‐ 」ames M C Z46 510954.9Z

49 04 M C 245 503887.85

50 ]05 WiNDWLHR‐ υlM●| M C 245 508887.B5

22 M C 244 506825。 58

40 BECK― JaCques M C 243 505228.01

1 0 JEALW RL`NANIL‐ おヽCa M C 243 504943.51

54 M C 242 502973.94

MASSON‐ PaSCal M M 242 502555.54

107 Mい U‐ りantel M C ZBじ 4り4343.35

7Z SERVEL‐ Xavter M C 490538.52

47 OHMORl‐ ToShio M C 234 487994.23

57 POUPON‐ Stephane M C Z31 479818.17

60 59 BEN‐ ROger M C 229 r65rl.15

BERGAMiNl‐ RICnaro M C 225 470217.32

62 DELAHAIE‐ DOmintque M C 469438.02

G3 90 M M 226 470737.42

G4 53 HLNDR8い ‐8口m M C 221 450bZ2.47

65 49 M01NARD‐ Pntitpoe M C 221 459038.17

50 12 ROC■lLR‐ intew M C 454732.65

57 101 BOtJt「 EAU‐ Bemard M C 447583.95

68 44 GENLl:1‐ RODeH M C 442520.01

59 55 M C 440344.54

70 104 WALLAEY5‐ Jean M M 434123i33 客Dて多
少UN・1択う


